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は
じ
め
に

江
戸
幕
府
創
業
期
の
民
政
と
幕
府
の
財
政
基
盤
確
立
に
貢
献
し
て
い
た
代
官
頭
大
久
保
石
見
守
長
安
（
一
五
四
五
～
一
六
一
三
）
は
、
天

文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
甲
斐
武
田
氏
に
仕
え
る
猿
楽
師
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
武
田
氏
滅
亡
後
は
徳
川
氏
の

家
臣
と
な
り
甲
斐
の
民
政
を
担
当
し
て
い
た
。
さ
ら
に
天
正
十
八
年
八
月
徳
川
氏
の
関
東
入
国
後
は
代
官
頭
と
し
て
関
東
領
国
の
支
配
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
は
石
見
銀
山
、
同
八
年
に
は
佐
渡
金
山
を
支
配
し
、
こ
の
年
に
従
五
位
下
、
石
見
守
に

任
じ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
大
久
保
石
見
守
長
安
に
つ
い
て
は
、
日
本
近
世
史
の
泰
斗
で
あ
る
村
上
直
氏
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
の
一
連
の
研
究
成

果
に
よ
っ
て
、
幕
府
創
業
期
の
幕
政
史
上
に
大
久
保
長
安
が
果
た
し
た
役
割
と
業
績
に
つ
い
て
ほ
ぼ
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
（
1
）
。
そ
の
た
め
小
稿
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
代
官
頭
と
し
て
活
躍
し
た
大
久
保
長
安
の
関
東
領
国
、
と
り
わ
け
南

関
東
（
武
蔵
国
多
摩
郡
）
に
お
け
る
事
跡
を
追
い
な
が
ら
徳
川
氏
の
関
東
領
国
体
制
形
成
期
に
大
久
保
長
安
が
地
方
行
政
に
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。



一
　
大
久
保
長
安
の
幕
府
成
立
後
の
地
方
行
政

大
久
保
長
安
が
支
配
し
た
幕
領
は
関
東
、
甲
斐
、
伊
豆
、
駿
河
、
信
濃
、
美
濃
、
越
後
、
佐
渡
、
伊
勢
、
近
江
、
大
和
、
石
見
な
ど
東

国
か
ら
中
部
地
方
、
畿
内
、
中
国
地
方
に
お
よ
ん
で
お
り
、
そ
の
幕
領
支
配
は
、
長
安
の
命
を
受
け
た
手
代
代
官
・
下
代
を
現
地
に
配
置

し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た（

2
）
。
本
節
で
は
江
戸
幕
府
成
立
後
の
大
久
保
長
安
の
地
方
行
政
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

大
久
保
長
安
が
病
死
す
る
四
日
前
の
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
四
月
二
十
一
日
付
け
で
津
藩
主
藤
堂
高
虎
宛
に
差
出
さ
れ
た
「
覚
」（

3
）

に
よ
る
と
、
大
久
保
長
安
が
江
戸
幕
府
成
立
後
に
地
方
行
政
に
関
わ
っ
て
い
た
地
域
と
そ
こ
で
の
年
貢
収
納
等
の
仕
組
み
や
担
当
者
な
ど

を
具
体
的
に
記
し
て
お
り
、
そ
の
地
方
行
政
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

⒜
「
石
見
銀
山
」
と
そ
の
「
地
方
」
に
関
す
る
行
政
は
、「
米
賣
銀
」
の
「
勘
定
」
と
「
江
戸
　
将
軍
様
」
へ
の
「
運
上
」
銀
の
納
入
に
関
す

る
業
務
で
あ
り
、
現
地
に
竹
村
丹
後
道
清
を
配
置
し
担
当
さ
せ
て
い
た
。

⒝
「
佐
渡
銀
山
」
に
つ
い
て
は
、「
銀
山
幷
地
か
た
米
賣
銀
」
の
「
勘
定
」
の
仕
上
げ
と
、「
江
戸
　
将
軍
様
」
へ
の
「
運
上
」
銀
の
納
入

が
仕
事
と
な
っ
て
お
り
、
現
地
に
田
辺
十
郎
左
衛
門
尉
と
宗
岡
弥
右
衛
門
を
配
置
し
担
当
さ
せ
て
い
た
。

⒞
「
伊
豆
銀
山
」
は
、
産
出
銀
の
「
勘
定
」
と
、「
御
運
上
」「
地
か
た
」
を
取
り
扱
い
、
現
地
に
配
置
し
た
「
和
田
河
内

�
恆
成
�

・
竹
村
九
郎
右

衛
門

�
嘉
理
�・

河
合
作
兵
衛

�
川
　
合
　
政
　
忠
�

」
が
担
当
し
て
い
た
。

⒟
「
和
州
・
江
州
・
濃
州
御
代
官
所
」
に
つ
い
て
は
、
年
貢
の
「
勘
定
」
と
「
江
戸
　
将
軍
様
御
蔵
入
分
」
の
「
勘
定
」
が
仕
事
で
、
現

地
に
配
置
さ
れ
て
い
た
「
鈴
木
左
馬
助

�
重
春
�

・
杉
田
九
郎
兵
衛

�
忠
次
�

」
が
担
当
し
て
い
た
。

⒠
「
甲
州
御
蔵
入
」
地
の
「
勘
定
」
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
配
置
さ
れ
て
い
た
「
平
岡
々
右
衛

�
道
成
�

門
・
岩
波
七
郎
右
衛
門

�
道
能
�

尉
」
が
担
当
し
て

い
た
。
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⒡
「
関
東
御
代
官
所
」
に
つ
い
て
は
、
年
々
の
年
貢
の
「
勘
定
」
を
行
い
、
現
地
に
配
置
さ
れ
て
い
た
「
田
辺
庄
右
衛
門
尉
・
大
野
八
右

衛
門

�
尊
吉
�尉

」
が
担
当
し
て
い
た
。

⒢
「
木
曾
谷
中
」
の
「
地
か
た
と
ど
い
く

�
⼟
居
榑
�

れ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
「
勘
定
」
は
現
地
に
配
置
し
た
「
代
官
山
村
父

�
良
勝
�
良
安
�

子
」
が
担
当
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
大
久
保
長
安
が
支
配
し
て
い
た
地
域
と
そ
こ
で
の
仕
事
と
担
当
者
な
ど
を
通
し
て
地
方
行
政
の
実
態
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
慶
長
十
八
年
当
時
の
幕
府
創
業
期
に
は
七
つ
の
支
配
地
域
で
年
貢
勘
定
や
運
上
銀
納
入
な
ど
が
行
わ
れ
、「
惣

別
少
之
儀
も
そ
れ
〳
〵
尓
物
主
を
申
付
、
物
主
手
前
よ
り
す
く
に
御
勘
定
為
レ
致
候
」
と
い
う
体
制
の
も
と
各
支
配
領
域
に
担
当
者
を
実
際

に
配
置
し
て
、
大
久
保
長
安
の
地
方
行
政
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
大
久
保
長
安
の
南
関
東
で
の
事
跡
と
役
割

前
節
で
み
た
よ
う
に
江
戸
幕
府
成
立
後
の
創
業
期
に
お
い
て
は
大
久
保
長
安
の
主
な
地
方
行
政
は
石
見
、
佐
渡
、
伊
豆
の
金
銀
山
経
営
と
、

そ
れ
ら
金
銀
山
の
あ
る
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
和
泉
・
近
江
・
美
濃
・
甲
斐
・
関
東
な
ど
の
幕
領
に
お
け
る
年
貢
収
納
が
中
心
で
あ
っ
た
。

本
節
で
は
天
正
十
八
年
八
月
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
後
に
お
け
る
大
久
保
長
安
の
南
関
東
支
配
の
拠
点
づ
く
り
や
交
通
網
の
創
設
、
宗

教
拠
点
へ
の
対
応
、
在
地
支
配
の
様
相
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
、
関
東
領
国
体
制
形
成
期
の
大
久
保
長
安
の
事
跡
と
役
割
な
ど
に
つ
い
て
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

⑴
地
方
行
政
の
拠
点
づ
く
り

①
八
王
子
の
町
立
て

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
従
っ
て
関
東
に
移
っ
た
大
久
保
長
安
は
、
武
蔵
国
多
摩
郡
八
王
子
町
を
拠

馬　場
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点
に
代
官
頭
と
し
て
地
方
行
政
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
南
関
東
に
位
置
し
大
久
保
長
安
が
地
方
行
政
の
拠
点
と
し
た
八
王
子
町
建
設
の
状
況
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る（

4
）
。『
新
編

武
蔵
国
風
⼟
記
稿
』
の
「
八
王
子
横
山
十
五
宿
附
滝
山
」
の
項
に
よ
る
と
、
八
王
子
町
設
立
当
初
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

5
）

大
久
保
石
見
守
長
安
惣
奉
行
ト
シ
テ
。
小
門
宿
ニ
住
シ
。
町
中
ニ
番
屋
ヲ
カ
マ
ヘ
籠
獄
ヲ
置
テ
非
違
ヲ
イ
マ
シ
メ
ケ
リ
。
茲
ニ
當
所
ハ

新
宿
ニ
テ
町
人
等
モ
ワ
ツ
カ
ニ
居
ヲ
シ
メ
シ
始
ナ
レ
バ
。
近
郷
ノ
落
武
者
或
野
武
士
ノ
類
多
ク
ア
ツ
マ
リ
住
ケ
ル
ニ
ゾ
。
ヤ
ゝ
モ
ス
レ

ハ
騒
亂
ニ
及
シ
ユ
ヘ
。
　
命
ア
リ
テ
関
東
ノ
御
代
官
ヲ
多
ク
此
邉
ニ
居
住
セ
シ
メ
ラ
レ
。
長
安
是
ヲ
指
揮
セ
リ
。

当
時
、
八
王
子
町
は
新
た
に
造
ら
れ
た
宿
で
あ
り
、
周
辺
か
ら
落
武
者
や
野
武
士
な
ど
が
数
多
く
集
住
し
騒
動
に
至
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
大
久
保
長
安
は
小
門
宿
に
住
ん
で
町
の
中
に
番
屋
を
作
り
、
牢
獄
を
設
け
法
に
従
わ
な
い
違
法
な
行
為
を
戒
め
、
さ
ら
に
彼

（
長
安
）
は
命
令
を
受
け
て
関
東
の
代
官
を
八
王
子
付
近
に
居
住
さ
せ
指
揮
下
に
お
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
門
宿
に
設
け
ら
れ
て
い
た
大
久
保
長
安
陣
屋
に
つ
い
て
は
「
宿
ノ
南
表
ニ
テ
上
野
原
宿
金
剛
院
ノ
北
ニ
ア
リ
」「
陣
屋
ノ
中
央
ヨ
リ
西
南

北
ノ
三
方
ニ
⼟
手
ア
リ
」「
段
別
六
段
二
畝
十
五
歩
」（

6
）
な
ど
と
あ
り
、
三
方
に
⼟
塁
を
築
き
敷
地
は
約
六
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
広
大
な

面
積
を
有
し
て
い
た
。

ま
た
八
王
子
町
の
町
立
て
に
つ
い
て
は
、
元
禄
年
間
（
一
六
九
六
）
に
作
成
さ
れ
た
八
王
子
横
山
十
五
宿
絵
図（

7
）
に
よ
っ
て
平
面
的
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
九
八
～
九
九
頁
参
照
）。

そ
れ
に
よ
る
と
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
東
西
に
走
る
甲
州
街
道
を
通
し
、
そ
の
街
道
沿
い
の
横
山
宿
・
八
日
市
宿
・
八
幡
宿
・
八
木
宿
に
は
宿

場
機
能
を
有
し
伝
馬
役
を
負
担
す
る
百
姓
屋
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
百
姓
屋
敷
の
裏
手
に
は
大
久
保
長
安
配
下
の
代
官
の
屋
敷
を
配

置
し
、
町
の
中
心
か
ら
少
し
西
南
側
に
寄
っ
た
位
置
に
⼟
塁
と
堀
に
囲
ま
れ
た
大
久
保
長
安
の
小
門
陣
屋
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
町
の
軍
事
・

防
衛
的
な
側
面
か
ら
み
て
い
く
と
、
敵
の
進
攻
を
阻
止
す
る
た
め
町
の
東
側
部
分
（
新
町
）
の
甲
州
街
道
が
鉤
の
手
に
折
れ
曲
が
っ
て
お
り

（
注
‥
‥
当
該
絵
図
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八
王
子
町
の
西
側
に
隣
接
す
る
千
人
町
で
も
通
過
す
る
甲
州
街
道
の
西
端
部
分
が
鉤
の

手
に
曲
が
っ
て
い
る
）、
町
の
周
囲
に
は
大
久
保
長
安
が
か
つ
て
仕
え
て
い
た
武
田
信
玄
の
娘
松
姫
尼
が
開
基
と
な
っ
て
開
い
た
信
松
院
を

関東領国体制形成期における代官頭大久保長安の地方行政について

— 96 —



は
じ
め
多
く
の
寺
院
を
集
中
的
に
配
置
し
、
八
王
子
の
町
が
軍
事
・
防
衛
に
も
配
慮
し
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
大
久
保
長
安
は
八
王
子
町
建
設
に
あ
た
っ
て
町
の
北
側
を
流
れ
る
南
浅
川
の
水
が
町
内
に
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
た
め
「
石
見

堤
」
と
い
う
⼟
手
を
築
造
し
て
い
る
が
、
植
田
孟
縉
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
武
蔵
名
勝
図
会
稿
本
』
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

た（
8
）。天

正
の
初
、
北
条
氏
八
王
子
城
居
の
頃
、
小
仏
川
、
椚
田
川
出
水
し
、
今
の
散
田
新
地
と
い
ふ
所
ハ
川
瀬
に
し
て
、
夫
よ
り
今
の
千

人
町
通
り
を
流
れ
て
本
郷
村
の
下
よ
り
浅
川
へ
流
入
り
け
る
由
、
其
後
、
八
王
子
城
陥
し
後
に
、
城
下
町
の
亡
民
を
今
の
八
王
子
町
へ

引
移
さ
れ
し
後
も
、
洪
水
、
又
島
之
坊
宿
辺
ゟ
市
中
へ
流
れ
い
ん
と
せ
し
か
ハ
、
石
見
守
下
知
を
伝
へ
由
井
領
、
小
宮
領
、
日
野
郷

�
領
�
�

の
村
々
へ
課
せ
し
め
て
町
囲
の
長
堤
を
築
け
り
、
新
地
と
千
人
町
の
堺
な
る
地
蔵
堂
の
脇
よ
り
千
人
町
裏
通
、
馬
場
地
の
南
附
の
⼟
手

へ
続
き
、
宗
格
院
脇
よ
り
島
之
坊
宿
の
限
り
へ
出
て
、
本
郷
村
多
賀
神
社
の
う
し
ろ
通
よ
り
同
村
田
圃
の
辺
迠
、
上
は
坤
の
方
よ
り
艮

の
方
へ
凡
長
さ
十
四
、
五
町
、
敷
三
間
余
、
高
さ
七
尺
許
な
り
、
石
見
守
の
功
を
以
て
築
営
し
、
村
民
水
害
を
避
け
れ
ハ
、
⼟
人
称

号
し
て
石
見
堤
と
唱
ふ

こ
の
よ
う
に
大
久
保
長
安
は
水
害
か
ら
八
王
子
の
町
を
守
る
た
め
に
八
王
子
周
辺
の
由
井
領
、
小
宮
領
、
日
野
領
な
ど
の
村
々
に
課
役
を

命
じ
隣
接
す
る
千
人
町
か
ら
本
郷
村
に
至
る
約
一
・
六
キ
ロ
に
長
い
⼟
手
を
築
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
八
王
子
の
町
立
て
は
大
久
保
長
安
が
深
く
関
わ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
以
後
百
年
余
り
に
わ
た
っ
て
八
王
子
町
は
関

東
領
国
支
配
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

②
八
王
子
千
人
同
心
成
立
へ
の
関
わ
り

大
久
保
長
安
は
町
立
て
に
よ
っ
て
八
王
子
町
を
地
方
行
政
の
拠
点
と
す
る
一
方
、
の
ち
に
「
八
王
子
千
人
同
心
」
と
呼
ば
れ
た
徳
川
下
級

家
臣
団
の
成
立
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
八
王
子
町
に
隣
接
す
る
地
域
（→

の
ち
の
千
人
町
）
に
そ
の
軍
事
組
織
の
中
核
を
配
し
、
八
王
子

町
と
い
う
支
配
の
拠
点
づ
く
り
に
軍
事
的
側
面
か
ら
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
状
況
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
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徳
川
氏
の
関
東
入
国
後
間
も
な
い
天
正
十
九
年
正
月
十
九
日
、
大
久
保
十
兵
衛
（
長
安
）
か
ら
八
王
子
千
人
頭
の
前
身
で
あ
る
「
九
人
頭

衆
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書
状
が
差
出
さ
れ
て
い
た（

9
）
。

一
、
御
飛
脚
ニ
預
け
申
候
、
仍
而
知
行
之
場
所
御
縄
之
上
、
先
日
望
之
所
を
以
可
レ
被
レ
下
候
由
御
意
候
事

一
、
各
御
出
仕
之
所
も
相
定
申
候
事

一
、
同
心
衆
御
ふ
ち
之
儀
、
先
一
人
ふ
ち
つ
ヽ
五
百
人
ニ
貮
百
五
十
俵
つ
ヽ
原
佐
へ
我
等
手
形
を
以
、
月
別
ニ
相
渡
候
事

一
、
棟
別
之
儀
者
、
御
縄
之
上
可
レ
被
二
仰
付
一
由
御
意
被
レ
成
候
事

右
い
づ
れ
も
念
を
入
申
上
候
條
、
可
レ
安
二
御
心
一
候
、
恐
々
謹
言

正
月

�
天
正
十
九
年
�
�十

九
日
　
　
　
　
　
　
　
大
　
十
兵
判江

戸
ゟ

九
人
頭
衆

こ
れ
に
よ
っ
て
大
久
保
長
安
が
、
の
ち
に
八
王
子
千
人
頭
と
呼
ば
れ
た
「
九
人
衆
」
の
知
行
地
割
り
・
出
仕
す
る
場
所
・
扶
持
米
支
給
な

ど
に
つ
い
て
指
示
し
て
お
り
、
こ
の
軍
事
組
織
全
体
を
統
轄
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
大
久
保
長
安
が
小
門
陣
屋
に

在
陣
し
地
方
行
政
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
天
正
十
九
年
七
月
二
十
一
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
知
行
書
立
を
発
給
し
、
大
久
保
長
安

は
武
蔵
国
多
摩
郡
府
中
辺
り
に
そ
の
八
王
子
千
人
同
心
給
の
手
作
り
分
と
し
て
一
〇
〇
〇
石
を
与
え
て
い
る
（
10
）
。

知
行
書
立

一
、
三
百
五
十
四
石
七
斗
九
升
八
合
　
　
や
ふ
の
郷

一
、
百
八
十
三
石
八
斗
三
升
七
合
　
　
　
本
宿
西
北
通

一
、
四
百
六
十
壱
石
三
斗
六
升
五
合
　
　
府
中
内
ニ
而

合
千
石
也

右
、
為
二
同
心
給
内
一
手
作
之
分
ニ
相
渡
候
、
重
而
取
レ
之
可
レ
申
候
也

関東領国体制形成期における代官頭大久保長安の地方行政について

— 100 —



卯
七
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
大
久
保
十
兵
衛
（
花
押
）

十
人
頭
衆

ま
た
小
人
頭
が
八
王
子
町
に
隣
接
す
る
地
に
拝
領
屋
敷
を
与
え
ら
れ
移
住
し
た
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
正
月
か
ら
八
ヶ
月
後
の
文
禄
二

年
八
月
二
十
一
日
、
大
久
保
長
安
は
伊
奈
熊
蔵
（
忠
次
）
と
連
名
で
次
の
よ
う
に
小
人
頭
に
対
し
武
州
の
「
山
根
筋
中
野
郷
」
か
ら
上
総
国
へ

の
知
行
替
え
を
命
じ
、
八
王
子
千
人
同
心
の
知
行
割
り
な
ど
に
重
要
な
関
わ
り
を
持
ち
、
八
王
子
町
を
軍
事
面
で
の
支
配
の
拠
点
と
す
る
こ

と
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

11
）
。

山
根
筋
中
野
郷
替
り
上
総
内
に
て
、
諸
郷
村
書
立

一
、
弐
百
九
十
六
石
六
斗
八
升
九
合
　
　
北
子
安
郷

一
、
九
十
石
弐
斗
五
升
七
合
　
　
　
　
　
高
原
郷

一
、
四
十
九
石
九
斗
三
升
壱
合
　
　
　
　
台
　
郷

一
、
五
十
三
石
七
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
作
木
郷

一
、
三
十
九
石
壱
斗
壱
升
弐
合
　
　
　
　
大
寺
内

右
分
為
二
御
知
行
一
相
渡
候
、
可
レ
有
二
御
所
務
一
者
也
、
仍
如
レ
件

巳
八
月
廿
一
日

伊
奈
熊
蔵

大
久
保
十
兵
衛

甲
州

御
小
人
頭
衆

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
の
関
ケ
原
戦
を
前
に
し
て
、
同
心
五
〇
〇
名
を
新
た
に
募
集
す
る
折
に
も
大
久
保
長

安
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（

12
）
。
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八
王
子
小
門
に
役
館
ヲ
設
ケ
ラ
レ
シ
大
久
保
石
見
守
長
安
諸
家
漂
流
之
浪
士
可
二
召
出
一
旨
蒙
二
台
命
一
、
宗
重
長
安
之
吹
挙
ヲ
以
慶
長

五
庚
子
徳
川
神
祖
　
家
康
公
江
被
二
召
出
一
、
八
王
子
千
本
士
頭
石
坂
弥
次
右
衛
門
隊
中
頭
之
蒙
二
名
義
一
捧
禄
賜
り

こ
れ
は
甲
斐
出
身
で
武
蔵
国
多
摩
郡
雨
間
村
に
⼟
着
し
て
い
た
⼟
豪
的
農
民
丸
山
氏
の
家
譜
の
一
部
で
あ
る
が（

13
）
、
こ
の
史
料
か
ら
大
久

保
長
安
が
八
王
子
千
人
同
心
の
取
立
て
に
際
し
て
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
て
在
地
の
有
力
な
人
物
を
推
挙
し
て
い
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
大
久
保
長
安
は
八
王
子
千
人
同
心
の
成
立
に
関
与
し
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
八
王
子
町
の
支
配
の
拠
点
づ
く

り
に
民
政
・
軍
事
両
面
か
ら
重
要
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵
交
通
網
の
創
設

大
久
保
長
安
は
江
戸
幕
府
の
交
通
制
度
の
確
立
や
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
れ
は
徳
川
幕
府
が
編
纂
し
た
『
東
照
宮
徳
川
実
紀
』
巻
八
の
慶
長
九
年
二
月
四
日
の
条
に
「
諸
国
街
道
一
里
毎
に
堠
塚
（
世
に
一
里
塚
と

い
ふ
）
を
築
が
し
め
ら
れ
。・
・
・（
中
略
）・
・
・
大
久
保
長
安
之
を
惣
督
し
。」（

14
）
と
あ
り
、
江
戸
幕
府
創
業
期
に
江
戸
日
本
橋
を
基
点
と

す
る
交
通
制
度
の
確
立
に
大
久
保
長
安
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
彼
（
大
久

保
長
安
）
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
甲
州
街
道
と
青
梅
街
道
の
開
設
状
況
を
武
蔵
国
多
摩
郡
の
事
例
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
甲
州
街
道
の
開
設

近
世
に
江
戸
と
下
諏
訪
と
を
結
ぶ
主
要
道
路
と
し
て
発
展
し
て
き
た
甲
州
街
道
の
開
設
に
代
官
頭
の
大
久
保
長
安
が
重
要
な
関
わ
り
を
し

て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る（

15
）
。

し
か
し
、
大
久
保
長
安
が
甲
州
街
道
の
開
設
に
直
接
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
当
時
の
史
料
は
現
存
し
て
い
な
い
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇

三
）
三
月
に
作
成
さ
れ
た
甲
州
街
道
日
野
宿
の
成
立
の
様
子
を
書
上
げ
た
「
挨
拶
目
録
」
に
よ
る
と
「
一
、
慶
長
十
年
大
久
保
石
見
守
様
ゟ
隼

人
殿
・
帯
刀
殿
・
当
主
計
殿
被
レ
召
、
此
村
を
継
場
に
御
取
立
之
書
附
御
見
せ
被
レ
成
候
」（

16
）
と
あ
り
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
大
久
保
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長
安
が
日
野
本
郷
（
村
）
の
名
主
を
勤
め
て
い
た
佐
藤
氏
な
ど
村
役
人
を
呼
び
出
し
、
日
野
本
郷
を
伝
馬
・
人
足
の
継
立
場
に
取
り
立
て
る

こ
と
を
記
し
た
書
付
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
日
野
宿
成
立
か
ら
約
一
〇
〇
年
後
に
書
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

甲
州
街
道
開
設
に
大
久
保
長
安
が
直
接
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
青
梅
街
道
の
開
設

近
世
に
江
戸
と
甲
州
と
を
武
蔵
国
多
摩
郡
青
梅
宿
経
由
で
結
ぶ
道
路
が
青
梅
街
道
で
あ
り
、
こ
の
街
道
も
代
官
頭
大
久
保
長
安
に
よ
っ
て

開
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

17
）
。
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
次
の
よ
う
な
古
文
書
が
あ
る（

18
）
。

今
度
江
戸
御
城
御
作
事
、
御
用
白
⼟
武
州
上
成
木
村
・
北
小
曾
木
村
・
山
根
よ
り
取
寄
候
、
御
急
之
事
ニ
候
間
、
其
方
御
代
官
所
三
田

領
・
加
治
領
御
領
私
領
道
中
筋
よ
り
助
馬
出
レ
之
、
無
レ
滞
石
灰
附
送
候
様
可
二
申
付
一
駄
賃
口
付
服
忌
有
レ
之
者
、
堅
出
し
不
レ
申
候

様
可
二
申
付
一
候
、
以
上

午
　

�
慶
長
十
一
年
�

十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
相
模
守

本
　
佐
渡
守

大
久
保
石
見
守
殿

前
書
之
通
可
二
相
心
得
一
者
也大

石
見

上
成
木
村
　
白
⼟
焼

下
成
木
村
　
白
⼟
焼

こ
の
古
文
書
は
慶
長
十
一
年
十
一
月
、
江
戸
幕
府
の
年
寄
衆
本
多
佐
渡
守
正
信
と
同
じ
く
年
寄
衆
の
大
久
保
相
模
守
忠
隣
か
ら
代
官
頭
の

大
久
保
長
安
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
連
署
状
で
あ
る
。
古
文
書
の
内
容
か
ら
江
戸
城
の
改
修
工
事
に
伴
な
い
白
壁
用
の
石
灰
を
武
州
上
成
木

村
・
北
小
曽
木
村
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
、
火
急
の
こ
と
な
の
で
大
久
保
長
安
が
支
配
し
て
い
る
三
田
領
・
加
治
領
な
ど
の
幕

領
・
私
領
・
道
中
筋
か
ら
助
馬
を
提
供
し
、
滞
り
な
く
石
灰
を
江
戸
ま
で
送
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
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青
梅
街
道
が
大
久
保
長
安
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
青
梅
街
道
の
開
設
に
伴
な
い
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
二
月
、
多
摩
郡
師
岡
村
に
⼟
着
し
て
い
た
吉
野
織
部
之
助
に
よ
っ

て
青
梅
街
道
沿
い
の
西
武
蔵
野
の
原
野
に
新
町
村
が
開
村
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
新
町
村
開
発
時
に
は
入
村
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
、
同
十

八
年
二
月
に
吉
野
織
部
之
助
は
代
官
頭
で
あ
っ
た
大
久
保
長
安
配
下
の
代
官
高
室
金
兵
衛
昌
重
に
依
頼
し
次
の
よ
う
な
文
書
を
出
し
て
い

る（
19
）
。此

度
西
武
蔵
野
ニ
吉
野
織
部
之
助
致
二
頭
取
一
新
田
取
立
候
間
、
二
男
・
三
男
有
レ
之
者
ハ
出
レ
之
、
百
姓
相
勤
可
レ
申
候
、
且
井
穿
人

馬
織
部
之
助
差
図
次
第
可
レ
出
候
、
若
於
レ
滞
可
レ
為
二
越
度
一
者
也

丑
二
月
　
　
　
高
室
金
兵
衛
　
印

青
梅
村
　
　
　
　
藤
橋
村

黒
沢
村
　
　
　
　
谷
野
村

成
木
村
　
　
　
　
木
ノ
下
村

北
小
曾
木
村
　
　
塩
船
村

上
師
岡
村

根
ヶ
布
村

西
分
村

乗
願
寺
村

右
村
々
名
主

年
寄

右
同
廻
状

長
渕
村
　
　
畑
中
村
　
　
駒
木
野
村
　
　
千
ヶ
瀬
村
　
　
和
田
村
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下
村
　
　
二
又
尾
村
迄
相
廻
る

右
村
々
名
主

年
寄

こ
れ
に
よ
っ
て
新
町
村
へ
の
入
村
者
が
各
地
か
ら
集
ま
り
新
町
村
の
開
発
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

青
梅
街
道
開
設
に
伴
な
い
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
新
町
村
に
対
し
入
村
者
募
集
に
大
久
保
長
安
配
下
の
代
官
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
事
実
か
ら
、
大
久
保
長
安
が
何
ら
か
の
形
で
青
梅
街
道
の
開
設
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
宗
教
拠
点
へ
の
対
応

①
高
尾
山
で
の
竹
木
伐
採
禁
止

高
尾
山
薬
王
院
（
現
・
東
京
都
八
王
子
市
に
所
在
）
は
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
霊
場
と
し
て
信
仰
を
あ
つ
め
、
と
り
わ
け
戦
国
大
名
の
北

条
氏
照
（
八
王
子
城
主
）
は
寺
域
を
保
護
し
て
き
て
い
た（

20
）
。

徳
川
氏
の
関
東
入
国
後
ま
も
な
い
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
二
十
七
日
付
で
、
大
久
保
長
安
は
彼
の
配
下
の
代
官
・
手
代
宛
に
次

の
よ
う
な
書
状
を
送
付
し
て
い
る（

21
）
。

尚
々
た
れ
人
成
共
、
竹
木
ミ
た
り
ニ
き
り
と
り
候
ハ
ヽ
、

早
々
召
つ
れ
可
レ
被
レ
参
者
也
、
已
上
、

高
尾
山
八
王
子
近
辺
に
候
間
、
誰
人
成
共
み
た
り
ニ
竹
木
切
取

候
ハ
ヽ
、
自
二
前
々
一
法
度
之
地
ニ
候
間
、
八
王
子
へ
め
し
つ
れ
ら
れ
へ

き
者
也
、う

卯
月
廿
七
日
　
　
大
　
十
兵
（
花
押
）　
㊞
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藤
橋
庄
左
衛
門
と
の

設
楽
惣
右
衛
門
と
の

原
　
　
佐
　
渡
と
の

参

こ
の
書
状
は
高
尾
山
で
の
竹
木
伐
採
の
禁
止
を
命
じ
た
も
の
で
、
違
反
者
に
対
し
て
は
八
王
子
の
陣
屋
ま
で
召
し
連
れ
て
く
る
こ
と
を
命

じ
た
も
の
で
、
戦
国
期
の
北
条
時
代
の
政
策
を
踏
襲
し
高
尾
山
と
い
う
中
世
以
来
の
宗
教
拠
点
に
対
し
従
来
か
ら
の
既
得
権
益
を
認
め
庇
護

し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
御
嶽
山
の
社
殿
造
営

御
嶽
山
（
御
嶽
蔵
王
権
現
社
。
現
・
東
京
都
青
梅
市
に
所
在
）
は
、
関
東
に
お
け
る
蔵
王
信
仰
の
中
心
と
し
て
人
び
と
の
崇
拝
を
受
け
て

い
た
。
江
戸
時
代
は
江
戸
幕
府
の
祈
願
所
と
な
り
、
朱
印
地
三
〇
石
の
寄
進
を
受
け
、
庶
民
の
盗
難
除
け
と
火
難
除
け
、
養
蚕
・
安
産
の
守

護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

安
永
七
年（
一
七
七
八
）九
月
三
日
付
で
御
嶽
山
神
主
金
井
氏
か
ら
寺
社
奉
行
に
差
し
出
さ
れ
た「
御
嶽
山
社
頭
御
造
営
之
次
第
并
富
突
願
ニ

付
趣
意
申
上
候
覚
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

22
）
。

御
嶽
山
社
頭
御
造
営
之
次
第
幷
富
突
願
ニ
付
趣
意
申
上
候
覚

一
、
天
正
十
九
年
卯
十
一
月

東
照
宮
様
三
拾
石
社
領
御
寄
附
被
二
成
下
一
、
御
武
運
御
長
久
之
御
祈
願
所
与
御
判
物
を
以
被
二
成
下
一
候
、
以
来
　
御
代
々
様
御

朱
印
頂
戴
仕
候
、
社
頭
御
建
立
之
儀
、
慶
長
拾
巳
年
・
同
十
一
午
年
両
年
ニ
悉
ク
御
造
営
被
二
下
置
一
候
、
此
節
御
奉
行
者
大
久
保

石
見
守
殿
与
有
レ
之
候
、
奉
レ
入
二

御
上
覧
一
候
安
平
御
太
刀
、
此
節
御
奉
納
ニ
御
座
候
、・
・（
後
略
）・
・

こ
れ
に
よ
っ
て
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）、
同
十
一
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
大
久
保
長
安
を
奉
行
と
し
て
社
殿
の
造
営
が
行
わ
れ
て
、

太
刀
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

23
）
。
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③
六
所
宮
の
社
殿
造
営

六
所
宮
（
現
・
大
國
魂
神
社
で
、
東
京
都
府
中
市
に
所
在
）
は
武
蔵
国
の
総
社
で
六
社
を
合
祀
し
、
源
頼
義
と
源
義
家
が
奥
州
に
向
か
う

際
に
戦
勝
を
祈
願
し
た
り
、
ま
た
源
頼
朝
が
妻
の
安
産
祈
願
を
す
る
な
ど
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
っ
た
。
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
徳
川
家

康
は
六
所
宮
に
対
し
て
朱
印
地
五
〇
〇
石
を
寄
進
し
て
い
る
が
、
『
新
編
武
蔵
国
風
⼟
記
稿
』
の
六
所
神
領
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が

散
見
さ
れ
る（

24
）
。

慶
長
十
五
年
。
宮
社
及
楼
門
鳥
居
諸
末
社
。
以
下
倉
庫
等
ニ
至
ル
マ
テ
。
造
営
ヲ
加
ヘ
ラ
ル
。
コ
ノ
時
大
久
保
石
見
守
長
安
奉
行
セ
リ
。

カ
ノ
石
見
守
奉
納
ノ
銅
燈
籠
今
ニ
存
セ
リ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）、
大
久
保
長
安
が
奉
行
と
な
っ
て
六
所
宮
境
内
の
諸
殿
舎
な
ど
の
造
営
を
行
い
、
銅
製
の

燈
籠
を
奉
納
し
て
い
た（

25
）
。

こ
の
よ
う
に
徳
川
氏
の
在
地
支
配
に
あ
た
っ
て
は
地
域
に
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
由
緒
あ
る
寺
社
に
一
定
の
配
慮
を
し
、
寺
社
政
策
を
展

開
し
て
い
た
が
、
大
久
保
長
安
は
彼
の
支
配
領
域
に
お
い
て
も
宗
教
的
拠
点
が
従
来
か
ら
有
す
る
権
利
を
認
め
、
ま
た
彼
自
身
、
寺
社
の
建

物
造
営
な
ど
に
も
関
わ
り
、
燈
籠
な
ど
も
寄
進
し
て
お
り
、
宗
教
拠
点
に
一
定
の
配
慮
を
し
な
が
ら
地
方
行
政
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

⑷
在
地
支
配
へ
の
関
与

大
久
保
長
安
の
南
関
東
に
お
け
る
在
地
支
配
の
様
相
を
記
し
た
史
料
は
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
皆
無
に
等
し
い
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

江
戸
幕
府
成
立
以
前
に
大
久
保
長
安
の
南
関
東
に
お
け
る
在
地
支
配
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
こ
と
が
で
き
る
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る（

26
）
。

平
井
衆
書
付
写

一
、
小
宮
領
之
内
平
井
之
郷
高
永
百
拾
六
貫
五
百
文
之
所
御
座
候
を
、
三
拾
五

�
�
�
�

年
先
之
寅
年
之
四
月
八
日
に
冷
雨
ふ
り
百
姓
退
転
仕
候

付
、
五
拾
五
貫
文
定
納
仕
候
、
残
六
拾
壱
貫
五
百
文
不
作
仕
候
付
而
、
大
窪

�
久
保
�石

見
様
へ
此
由
申
上
候
へ
ハ
、
則
為
レ
此
之
検
見
御
出

馬　場

— 107 —



被
レ
成
、
平
井
之
百
姓
共
被
二
召
出
一
被
二
仰
付
一
候
分
ハ
、
如
レ
何
様
に
も
才
覚
致
、
此
荒
地
開
申
候
へ
と
御
達
被
レ
成
候
間
、
我
等

共
申
上
候
分
ハ
、
前
々
ゟ
平
井
ニ
市
三
さ
い

�
斎
�

立
来
り
申
候
を
、
寅
年
百
姓
退
伝

�
転
�

之
時
分
伊
奈
へ
と
ら
れ
申
候
間
、
此
市
を
被
二
仰
付
一

御
返
し
被
レ
下
候
ニ
付
而
ハ
、
不
作
開
可
レ
申
候
与
我
等
共
申
上
候
へ
ハ
、
則
如
二
前
々
一
御
返
被
レ
下
候
処
ニ
午

�
寛
永
七
�拾

月
七
日
ゟ
伊
奈
ニ

新
市
を
立
本
宿
ニ
六
さ
い

�
斎
�

立
申
候
へ
ハ
、
小
宮
領
細
谷
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
平
井
之
市
ハ
一
円
立
不
レ
申
候
ニ
付
百
姓
迷
惑
仕
候
間
、

此
市
如
二
前
々
一
立
申
候
や
う
に
被
二
仰
付
一
可
レ
被
レ
下
候
事
、

一
、
右
御
請
申
上
候
と
て
市
御
返
し
被
レ
下
候
ゆ
へ
、
開
被
レ
申
仕
、
只
今
ハ
永
百
拾
六
貫
五
百
文
定
納
仕
候
、
其
外
町
中
其
の
儀
も

尤
か
の

�
庚
�

へ
の
さ
る

�
申
�

の
と
し
御
改
被
レ
成
、
永
弐
貫
八
百
六
拾
四
文
定
納
申
候
、
如
二
前
々
一
平
井
之
市
退
伝

�
転
�

不
レ
申
市
ニ
被
二
仰
付
一

可
レ
被
レ
下
事
、

寛
永
拾
年
酉
五
月
十
一
日

平
井

半
兵
へ

与
三
左
衛
門
　
　
次
兵
へ

二
郎
左
衛
門
　
　
弥
五
右
衛
門

小
兵
衛

利
右
衛
門

庄
兵
へ

高
室
金
兵
衛
様

こ
の
史
料
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
三
）
五
月
十
一
日
、
多
摩
郡
平
井
郷
の
百
姓
八
名
が
代
官
の
高
室
金
兵
衛
昌
重
に
対
し
平
井
村
の

「
市
日
」
に
つ
い
て
訴
え
出
た
書
付
で
あ
る（

27
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
三
十
五
年
前
の
寅
年（

28
）
四
月
八
日
に
冷
雨
が
降
り
そ
の
影
響
で
農
作
物
の

不
作
と
そ
れ
に
伴
な
う
生
活
の
衰
退
を
農
民
が
申
し
出
た
折
、
大
久
保
長
安
は
検
見
の
た
め
自
ら
平
井
郷
に
来
村
し
百
姓
を
召
し
出
し
荒
地
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の
開
発
を
命
じ
、
市
日
の
返
還
を
裁
断
し
て
い
た
。

大
久
保
長
安
の
在
地
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、

こ
の
時
期
、
大
久
保
長
安
の
在
地
支
配
は
飢
饉
に
苦
し
む
農
民
か
ら
の
訴
え
に
対
し
て
は
市
日
争
論
な
ど
に
も
関
わ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
た

め
、
直
接
、
当
該
村
落
に
赴
き
迅
速
か
つ
機
動
性
を
も
っ
て
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
江
戸
幕
府
の
代
官
頭
と
し
て
活
躍
し
、
幕
府
創
業
期
の
財
政
と
民
政
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
大
久
保
石
見
守
長
安
の
地
方
行
政

に
つ
い
て
、
南
関
東
（
武
蔵
国
多
摩
郡
）
で
の
事
跡
を
中
心
に
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
要
約
し
て
結
び
と
す
る
。

江
戸
幕
府
成
立
後
に
お
け
る
大
久
保
長
安
の
地
方
行
政
は
石
見
・
佐
渡
・
伊
豆
の
金
銀
山
経
営
と
和
泉
・
近
江
・
美
濃
・
甲
斐
・
関
東

な
ど
幕
領
の
年
貢
収
納
が
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
正
十
八
年
八
月
一
日
の
徳
川
家
康
に
従
っ
て
関
東
に
入
国
し
た
直
後
の
大
久
保
長
安
の
地
方
行
政
へ
の
関
与
は
、
ま
ず
地
方

行
政
の
拠
点
と
し
て
の
八
王
子
の
町
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
軍
事
組
織
で
あ
る
八
王
子
千
人
同
心
の
成
立
に
関
わ
り
、
八
王
子
町
の
民
政
・
軍

事
両
面
か
ら
の
機
能
を
有
す
る
拠
点
づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

南
関
東
に
位
置
す
る
多
摩
郡
を
ほ
ぼ
東
西
に
横
切
る
甲
州
街
道
（
甲
州
道
中
）
や
青
梅
街
道
の
開
設
に
も
直
接
・
間
接
的
な
関
わ
り
を
し

て
お
り
、
こ
の
南
関
東
に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
に
も
深
く
関
与
し
て
い
た
。

ま
た
高
尾
山
・
御
嶽
山
・
六
所
宮
な
ど
の
宗
教
拠
点
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
有
す
る
権
利
を
認
め
、
ま
た
寺
社
の
造
営
な
ど
に
も
関
わ

り
、
建
物
の
竣
工
時
に
は
燈
籠
な
ど
を
寄
進
し
、
宗
教
的
旧
勢
力
に
一
定
の
配
慮
を
示
し
な
が
ら
地
方
行
政
を
推
進
し
て
い
た
。
さ
ら
に
在

地
支
配
に
あ
た
っ
て
は
飢
饉
に
遭
遇
し
た
多
摩
郡
平
井
郷
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
農
民
の
訴
え
に
対
し
大
久
保
長
安
自
身
が
自
ら
現
地
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に
赴
き
、
迅
速
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
図
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
大
久
保
長
安
は
代
官
頭
と
し
て
南
関
東
を
拠
点
に
地
方
行
政
に
携
わ
っ
て
お
り
、
徳
川
氏
の
関
東
領
国
体
制
形
成
に
向
け
て

南
関
東
を
中
心
に
大
久
保
長
安
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
】

（
1
）
村
上
直
氏
の
大
久
保
長
安
に
関
す
る
論
考
は
計
一
七
編
に
お
よ
び
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
そ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
論
考
を
ま
と
め

て
、『
論
集
　
代
官
頭
大
久
保
長
安
の
研
究
』（
仮
題
）
と
し
て
揺
籃
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
和
泉
清
司
『
幕
府
の
地
域
支
配
と
代
官
』（
同
成
社
　
二
〇
〇
一
年
）　
一
一
～
一
三
頁
。

（
3
）
和
泉
清
司
編
著
『
江
戸
幕
府
代
官
頭
文
書
集
成
』（
文
献
出
版
　
一
九
九
九
年
）　
八
九
〇
～
八
九
二
頁

（
4
）
八
王
子
の
町
立
て
（
＝
都
市
計
画
）
に
つ
い
て
記
し
た
当
時
（
近
世
初
期
）
の
史
料
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
町
立
て
の
様
子
を

記
し
た
史
料
は
い
ず
れ
も
近
世
後
期
の
編
纂
物
で
あ
る
。
地
元
八
王
子
で
は
町
立
て
を
担
当
し
た
人
物
に
つ
い
て
戦
前
か
ら
論
争

が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
村
上
直
、
樋
口
豊
治
両
氏
の
「
八
王
子
町
の
建
設
は
、
行
政
的
指
揮
（
大
久
保
長
安
）
と
地
元

の
協
力
（
長
田
ら
）
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
原
田
伴
彦
ほ
か
編
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
　
８
　
宿
場

町
篇
』
収
録
史
料
「
横
山
根
元
記
」
の
解
題
）
と
い
う
説
に
従
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
八
王
子
の
町
立
て
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
六
日
に
八
王
子
市
内
の
ク
リ
エ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

公
開
討
論
会
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
未
来
を
語
る
～
歴
史
か
ら
学
び
、
未
来
を
描
く
～
」
で
、
基
調
講
演
（
演
題
「
近
世
八
王
子
町

の
発
展
」）
を
さ
れ
た
八
王
子
市
市
史
編
集
委
員
会
委
員
長
（
近
世
部
会
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
藤
田
覚
氏
が
、
参
加
し
た

市
民
の
発
言
に
関
連
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
現
在
の
市
街
地
の
八
王
子
自
体
は
、
あ
の
ー
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
あ
の
ー
、
元
八
王
子
か
ら
移
転
さ
せ
て
新
た
に
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造
っ
た
町
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
た
め
の
言
わ
ば
イ
ン
フ
ラ
整
備
み
た
い
な
こ
と
で
、
あ
の
ー
、
え
ー
、
一
つ
は
、
あ
の
ー
、
治

水
と
交
通
、
で
す
ね
。
道
路
。
こ
れ
を
設
置
。
で
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
町
を
立
て
て
割
っ
て
町
割
り
に
し
て
く
と
い
う
こ
と
を

や
っ
た
の
は
、
大
久
保
長
安
と
そ
の
配
下
の
代
官
た
ち
が
、
そ
れ
が
も
う
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
、
た
だ
し
、
あ
の
ー
、

実
は
八
王
子
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ
う
言
う
造
り
方
、
ご
く
一
般
的
に
ど
こ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
、
町
を
造
る
ん
で
す
ね
。

城
下
町
も
同
じ
で
す
。
み
な
そ
う
い
う
こ
と
行
わ
れ
て
い
た
し
、
あ
っ
て
、
決
し
て
大
久
保
長
安
の
独
創
性
と
か
、
そ
う
い
う
問

題
で
は
な
い
ん
だ
と
、
わ
け
る
こ
と
で
押
さ
え
て
お
く
の
が
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
で
、
ま
あ
ー
、
千
人
同
心
。
頭
、
同
心
。

ま
あ
ー
、
こ
れ
は
旧
武
田
の
家
臣
た
ち
で
す
か
ら
、
彼
ら
が
、
ま
あ
ー
、
武
田
□
□
、
子
孫
と
い
う
か
、
□
□
が
な
く
な
り
ま
し

た
か
ら
、
み
な
浪
人
で
す
が
、
ま
あ
ー
、
そ
れ
を
徳
川
家
康
が
、
ま
あ
ー
、
活
用
し
た
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
、
当
初
は
現

在
の
、
え
ー
、
ま
あ
ー
、
元
八
王
子
の
周
辺
に
移
っ
て
住
ま
わ
せ
て
い
る
。
で
、
そ
れ
が
、
あ
の
ー
、
え
ー
、
こ
こ
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
文
禄
元
年
に
、
あ
の
ー
、
長
安
の
配
下
と
し
て
入
っ
て
き
て
、
町
立
て
を
す
る
と
と
も
に
で
す
ね
。
現
在
の
千
人
町
に

そ
の
千
人
同
心
と
し
て
移
す
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
発
言
の
ま
ま
。
た
だ
し
□
□
は
聞
き
取
れ
ず
不
明
部
分
）

し
か
し
、
八
王
子
の
町
立
て
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
本
文
部
分
で
若
干
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
八
王
子
に
求
め
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
機
能
を
踏
ま
え
た
町
の
構
造
的
特
徴
、
さ
ら
に
大
久
保
長
安
が
徳
川
氏
の
五
か
国
領
有
時
代
以
来
、
甲
斐
で

民
政
担
当
の
役
人
を
務
め
、
ま
た
は
武
田
遺
臣
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
加
味
し
て
考
え
る
と
、
彼
（
長
安
）
な
り
の
創
意
工
夫
と
考

え
を
も
っ
て
町
立
て
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
八
王
子
の
町
立
て
に
つ
い
て
大
久
保
長
安
の
「
独
創
性
」
を
敢
え
て

否
定
す
る
見
解
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
5
）『
新
編
武
蔵
国
風
⼟
記
稿
』
多
摩
郡
巻
之
一
百
一

（
6
）『
新
編
武
蔵
国
風
⼟
記
稿
』
多
摩
郡
巻
之
一
百
一
　
小
門
宿
の
項

（
7
）
新
野
家
文
書

（
8
）『
武
蔵
名
勝
図
会
稿
本
』
多
磨
郡
之
部
第
七
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（
9
）
前
掲
注
（
３
）
同
書
　
一
五
〇
頁
。

（
10
）『
桑
都
日
記
続
編
』

一
三
八
頁
。

（
11
）
村
上
直
編
『
八
王
子
千
人
同
心
史
料
』（
雄
山
閣
）　
一
二
一
頁
。

（
12
）
丸
山
雄
重
家
文
書
「
丸
山
家
系
譜
」。

（
13
）
丸
山
氏
の
甲
斐
か
ら
武
蔵
へ
移
住
し
、
雨
間
村
へ
の
⼟
着
の
様
子
に
つ
い
て
は
拙
著
『
近
世
都
市
周
辺
の
村
落
と
民
衆
』（
雄
山
閣

出
版
　
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
の
で
参
照
の
こ
と
。

（
14
）『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
　
一
〇
四
頁
。

（
15
）
甲
州
街
道
の
開
設
に
あ
た
っ
て
代
官
頭
大
久
保
長
安
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
た
近
年
の
論
考
と
し
て
東
京
都
教
育
庁

編
『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
　
第
五
集
　
甲
州
道
中
』（
一
九
九
八
年
刊
）
所
収
の
「
甲
州
道
中
の
概
要
」（
村
上
直
氏
執
筆
）
が
あ
る
。

（
16
）『
日
野
市
史
史
料
集
　
近
世
１
　
交
通
編
』

一
八
頁
。

（
17
）
近
年
の
論
考
と
し
て
東
京
都
教
育
庁
編
『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
　
第
二
集
　
青
梅
街
道
』（
一
九
九
五
年
刊
）
所
収
の
「
青
梅
街
道

の
概
要
」（
村
上
直
氏
執
筆
）
が
あ
る
。

（
18
）『
朝
野
旧
聞
裒
藁
　
東
照
宮
御
事
蹟
』
第
十
三
巻
（
汲
古
書
院
）　
五
五
頁
。

（
19
）
吉
野
家
文
書
「
仁
君
開
村
記
」。

（
20
）『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
の
「
解
説
」
の
「
一
、
戦
国
期
関
係
」（
村
上
直
氏
執
筆
）
に
詳
し
い
。

（
21
）『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
　
二
九
五
頁
。

（
22
）『
武
州
御
嶽
山
文
書
』
第
二
巻
　
三
五
九
頁
。

（
23
）
こ
の
時
期
の
造
営
は
大
久
保
長
安
の
配
下
に
あ
っ
た
代
官
大
野
善
八
郎
と
同
鈴
木
孫
右
衛
門
が
関
わ
り
、「
造
栄

�
営
�

之
奉
行
」「
御
普

請
御
奉
行
」
に
は
、
大
久
保
長
安
と
三
田
家
旧
臣
の
野
口
刑
部
少
輔
が
当
た
り
、
実
務
は
野
口
刑
部
少
輔
が
担
当
し
て
い
た
（
『
武

州
御
嶽
山
文
書
』
第
二
巻
　
八
二
～
八
三
頁
、
一
一
三
頁
）
。
ま
た
武
州
御
嶽
神
社
に
は
釣
燈
籠
二
基
（
青
梅
市
有
形
文
化
財
）
が
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現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
火
袋
に
彫
ら
れ
た
文
字
は
「
大
久
保
石
見
守
敬
白
」「
奉
寄
進
武
州
三
竹
蔵
王
権
現
」「
慶
長
十
一
年
丙
午

十
一
月
吉
日
」
と
あ
り
、
大
久
保
長
安
に
よ
っ
て
御
嶽
山
の
社
殿
造
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
当
時
の
「
モ
ノ
」
史
料
を
通
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）『
新
編
武
蔵
国
風
⼟
記
稿
』
多
摩
郡
巻
之
九
十
二

（
25
）
ま
た
ま
た
大
久
保
長
安
が
死
去
す
る
十
五
日
前
の
慶
長
十
八
年
四
月
十
日
、
長
安
の
手
代
大
野
八
右
衛
門
父
子
は
六
所
宮
に
刀
剣

を
奉
納
し
、
良
好
な
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
。

（
26
）
石
川
尚
志
所
蔵
文
書
。

（
27
）
高
室
金
兵
衛
昌
重
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
青
梅
街
道
開
設
に
伴
な
い
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
西
武
蔵
野
の
新
町
村
開
村
時
に

周
辺
農
民
に
入
村
を
命
じ
る
な
ど
、
大
久
保
長
安
存
命
中
に
は
長
安
配
下
の
代
官
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
28
）「
三
拾
五
年
先
之
寅
年
」
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
当
た
り
戌
年
で
あ
る
。
そ
の
年
の
前
後
で
「
寅
年
」
は
慶
長
七
年
で
あ
る
。

【
付
記
】本

稿
は
島
根
県
大
田
市
教
育
委
員
会
主
催
「
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
」（
二
〇
一
二
年
九
月
二
十
九
日
開
催
）
で
の

講
演
「
大
久
保
長
安
の
業
績
と
歴
史
的
な
役
割
│
各
地
に
残
る
足
跡
か
ら
│
」
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
の
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
田
市
教
育
委
員
会
の
関
係
者
各
位
に
対
し
、
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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